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問３ 力積と運動量の関係で，力積はグラフの面積を使って， 
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問４ 力積と運動量の関係より， 
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(Ⅱ) 

問１ 力積と運動量の関係より， 
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2. (Ⅰ)  

問１ 22
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問３ 等方性より， 222 zyx   

また， 2222 zyxr  で， 
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 (Ⅱ) 

問１ ふたつの導線の電流が作る磁場の合成だから， 
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問２ 先ほど求めた磁場を使ってそれが電流に加える力を求

める。 
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3. (Ⅰ)  
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問２ ドップラー効果の公式より， f
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問４ (1) 気球が受ける浮力の大きさを F とすると，つりあい

より， 
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【講評】 いずれも良問で慈恵の問題としては標準的であ

る。ただ，日頃慣れてない内容のものばかりなので一

般的には難問の部類に入る。こういった見慣れない問

題は，問題文をしっかり読んで誘導し従って立式をし

なければいけない。 

１． (Ⅰ)力積と運動量の関係とグラフを使ってしっかり式

を作れるかどうか。(Ⅱ)も力積と運動量の関係を使って

巧みに立式しなければいけない。計算も戸惑うであろう。 

２．誘導に従えるかどうか。問題文の意味を解せないと数

式が違ってくる。 

３．前半はドップラー効果の問題で比較的易しい。後半は

合力がしっかり出せたかどうかで決まる。 

一次突破ラインは７０点ぐらいであろうか。 

 


